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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーです。このタンパク質はインターロイキン8（IL8）の受容体です。IL8に高親和性で結合し、Gタンパク質活性化セカンドメッセンジャーシステムを介してシグナルを伝達します。この受容体は、メラノーマ増殖刺激活性を持つタンパク質であるケモカイン（C-X-Cモチーフ）リガンド1（CXCL1/MGSA）にも結合し、血清依存性メラノーマ細胞の増殖に必要な主要成分であることが示されています。この受容体は、炎症部位への好中球遊走を媒介します。腸管微小血管内皮細胞におけるIL8の血管新生効果は、この受容体を介していることが分かっています。マウスを用いたノックアウト研究では、この受容体が発達中の脊髄におけるオリゴデンドロサイト前駆細胞の移動を停止させることで、その配置を制御していることが示唆されています。この遺伝子、すなわち別の高親和性IL8受容体をコードするIL8RAは、IL8RBの擬似遺伝子であるIL8RBPとともに、染色体2q33-q36にマッピングされた領域に遺伝子クラスターを形成しています。同じタンパク質をコードする選択的スプライシングバリアントが同定されています。
	研究分野
	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD182 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Ramos 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD182 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

